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追
分
文
化
の
未
来

 

伝
統
を
守
り
、次
世
代
に
引
継
ぐ
追
分
の
創
造

江
差
追
分
会
副
会
長
　
馬
川
　
政
紀

　

昨
年
９
月
、「
感
謝
と
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
第
50
回
記
念
江
差

追
分
全
国
大
会
と
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
の
会
員
や
町
民
、
各
種
団

体
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
盛
大
か
つ
成
功
の
内
に
終
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
成
功
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ご
尽

力
頂
き
ま
し
た
追
分
関
係
者
の
皆
様
に
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

北
前
船
の
船
頭
衆
達
に
よ
っ
て
江
差
に
運
ば
れ
、
育
っ
た
江
差
追
分

は
、
江
差
の
風
土
・
江
差
人
の
気
質
と
生
活
が
凝
縮
さ
れ
た
唄
で
す
。

全
国
各
地
か
ら
追
分
を
習
得
す
る
た
め
に
江
差
を
訪
ね
て
く
れ
る
愛
好

者
は
こ
れ
ら
を
真
剣
に
理
解
し
、身
に
つ
け
る
努
力
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
追
分
の
神
髄
に
た
ど
り
着
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
江
差
追
分
を
守
り
育
て
て
く
れ
た
先
達
や
先
人
、

次
世
代
を
担
う
少
年
た
ち
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に
も
、
歴
史
と

伝
統
を
守
り
な
が
ら
誰
に
で
も
愛
さ
れ
、親
し
ま
れ
る
江
差
追
分
の
「
創

造
」
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

幸
い
記
念
大
会
の
前
後
に
開
催
さ
れ
た
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
「
感

謝
の
旅
」、
今
年
の
総
会
等
で
提
案
さ
れ
た
多
く
の
意
見
や
課
題
を
尊
重

す
る
と
共
に
、
伝
統
を
守
り
育
て
て
く
れ
た
熟
年
の
方
々
、
次
世
代
を

担
う
少
年
た
ち
の
声
も
聴
き
な
が
ら
、
理
事
会
や
師
匠
会
等
と
も
協
議

し
、
一
定
の
未
来
像
を
創
出
す
る
努
力
を
し
て
行
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

第
51
回
全
国
大
会
は
、
追
分
の
未
来
像
を
創
出
す
る
第
一
歩
と
し
て
、

少
年
大
会
を
一
日
開
催
か
ら
二
日
間
に
変
更
し
、
審
査
基
準
を
一
部
改

正
し
て
49
回
ま
で
の
大
会
と
ほ
ぼ
同
様
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

選
抜
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
全
国
大
会
に
向
け
て
特

訓
中
と
思
い
ま
す
が
、
出
場
さ
れ
る
選
手
は
も
と
よ
り
、
師
匠
、
支
部
長
、

会
員
の
皆
さ
ん
も
、
是
非
全
国
大
会
に
お
出
で
頂
き
、
大
き
な
声
援
を

贈
ら
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
の
熱
唱
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今年 3 月、北海道の伝統芸能をテーマにした岡山“倉敷音楽祭”に江差追分が招待され、二日間 10 会揚で江差追分と北海道民謡を披露
立ち見やロビーの階段にも人ひとヒト　大盛況でした（舞台は左から、山田正明、寺島絵美、寺島絵里佳、小野美香）



　

前
年
度
は
追
分
全
国
大
会
第
50
回
記
念
大

会
と
し
て
、
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
た
が
、

本
年
度
は
例
年
に
基
づ
く
予
算
内
容
が
決
め

ら
れ
た
。
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◆
追
分
物
故
者
追
悼
法
要
、
佐
之
市
法
要

物
故
者
法
要
ー
９
月
19
日
午
後
３
時

佐
之
市
法
要
ー
物
故
者
法
要
に
引
き
続
き

　
　
　

※　

前
年
よ
り
30
分
繰
り
下
げ

◆
決
選
会
（
三
日
目
）

　

少
年
大
会
の
地
元
以
外
の
出
場
者
と
、

熟
年
決
選
会
25
名
、
一
般
決
選
会
50
名
の

競
演
と
す
る
。（
開
会
式
、
表
彰
式
を
含
め

た
想
定
時
間
８
時
30
分
～
20
時
）

◆
出
場
者
の
年
齢
区
分

　

会
員
の
高
齢
化
に
対
応
し
て
熟
年
出
場

年
齢
を
70
歳
と
す
べ
く
五
か
年
で
順
次
引

き
上
げ
て
き
た
が
、
本
年
度
、
予
定
し
て

い
た
年
齢
に
達
し
た
。

▽
熟
年
の
部
出
場
者
ー
平
成
25
年
１
月
１

日
で
満
70
歳
以
上
の
会
員

▽
一
般
の
部
出
場
者
ー
右
の
基
準
で
満
69

歳
以
下
の
会
員

平
成
25
年
度
江
差
追
分
会
総
会

　
　
　
少
年
大
会
を
二
日
間
に
分
け
る
な
ど

　
　
　
全
国
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
部
変
更

　

本
年
度
の
江
差
追
分
会
総
会
が
４
月
28
日
に
町
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
総
会
前
に

開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
提
案
議
案
が
協
議
さ
れ
た
の
ち
、
新
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算

が
決
定
さ
れ
た
。

　

役
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
副
会
長
、
理
事
、
監
事
の
改
選
が
行
わ
れ
、
今
後
二
年
間
の

体
制
が
確
定
し
ま
し
た
。（
松
村
隆
編
集
委
員
）

　

予
算
総
額
は
２
５
３
０
万
８
千
円
と
前
年

度
よ
り
27
万
７
千
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

　

事
業
項
目
ご
と
に
多
少
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
記
念
事
業
分
の
減
額
で
ほ
ぼ
例
年
の

計
画
に
基
づ
く
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

指
導
育
成
事
業
の
地
区
別
の
格
付
審
査
経

費
に
20
万
１
千
円
が
増
額
さ
れ
た
。
収
入
で

は
町
財
政
の
好
転
に
よ
り
補
助
金
50
万
円
復

活
増
額
が
見
込
ま
れ
た
。

　
本
年
度
事
業
計
画
で
変
更
さ
れ
た
事
項

　

本
年
度
事
業
も
ほ
ぼ
例
年
通
り
で
行
わ
れ

る
が
、
事
業
運
営
の
関
係
か
ら
一
部
変
更
さ

れ
て
い
る
。

◆
全
国
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
予
選
会
二
日
目

▽
こ
れ
ま
で
、
少
年
大
会
は
三
日
目
の
決
選

会
に
全
員
出
場
し
て
い
た
が
、
本
年
度
は
地

元
出
場
者
の
競
演
を
二
日
目
に
実
施
す
る
。

◆
地
区
選
抜
大
会
審
査
の
変
更
点

　

地
区
運
営
協
議
会
主
管
に
よ
る
大
会
審
査
基
準
の
一
部
が
変
更
さ
れ
た
。

　

①
昨
年
ま
で
審
査
員
６
人
以
上
の
場
合
に
得
点
の
上
下
を
カ
ッ
ト
し
た
が
、
よ
り

　
　

公
平
性
を
期
す
る
た
め
５
人
の
場
合
で
も
上
下
カ
ッ
ト
す
る
。

　

②
審
査
基
準
の
明
確
化
（
伴
奏
、
ソ
イ
掛
け
）
と
し
て
、
現
在
は
「
尺
八
伴
奏
の

　
　

極
度
の
乱
れ
は
減
点
対
象
と
す
る
」「
ソ
イ
掛
け
の
か
け
間
違
い
、
極
度
の
音

　
　

程
の
ず
れ
は
減
点
対
象
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
明
確
な
判
断

　
　

基
準
が
な
く
審
査
員
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
公
平
性
を
欠
く

　
　

た
め
、
審
査
員
は
唄
を
中
心
に
審
査
し
「
極
度
の
乱
れ
、
ず
れ
」
は
審
査
委
員

　
　

長
の
判
断
に
よ
り
、
減
点
１
点
を
指
示
す
る
。
伴
奏
が
原
因
に
よ
る
大
幅
な
減

　
　

点
を
防
ぐ
た
め
で
、唄
い
手
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
。（
全
国
大
会
に
も
適
用
）
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顕
彰
者
の
決
定

　

江
差
追
分
の
普
及
伝
承
に
貢
献
さ
れ
た

三
氏
に
つ
い
て
、
賞
罰
委
員
会
の
答
申
に

よ
り
功
労
表
彰
が
決
定
さ
ま
し
た
。 

　

播　

磨　

孝　

雄　

氏

　
　
　
　
（
函
館
孝
翔
会
支
部
長
・
師
匠
）

　

遠　

藤　

正　

雄　

氏

　
　
　
　
（
天
北
支
部
長
・
準
師
匠
）

　

佐　

藤　

信　

一　

氏

　
　
　
　
（
函
館
支
部
長
代
行
・
講
師
）

　

指
導
者
資
格
認
定

名
誉
師
匠

　

吉　

田　

翠　

山　
　

札
幌
山
鼻
支
部

　

福　

田　

継　

男　
　

八
雲
支
部

上
席
師
匠

　

山　

本　

ナ
ツ
子　
　

砂
川
支
部

師　
　

匠

　

三　

好　

ゆ
か
り　
　
函
館
も
り
い
ち
会
支
部

　

川　

井　
　
　

清　
　

金
沢
支
部

準
師
匠

　

山　

田　
　
　

弘　
　

旭
川
東
支
部

　

菅　

野　

繁　

子　
　

旭
川
南
支
部

　

神　

谷　

昌　

利　
　

名
古
屋
大
須
支
部

講　
　

師

　

斉　

藤　

勝　

弘　
　
函
館
も
り
い
ち
会
支
部

　

釜　

親　

鉄　

夫　
　

珠
洲
支
部

地
区
部
門
理
事

　

高
清
水
勲
・
山
内
藤
一
・
阿
部
眞
光
・
久

　

保
田
勝
美
（
芸
能
部
門
よ
り
）・
吉
田
保
・

　

長
谷
川
富
夫
・
伊
藤
良
三
・
渡
辺
傳
次
郎
・

　

王
藤
正
蔵
・
杉
山
貞
夫

運
営
部
門
理
事

　

坂
野
正
義
・
菊
地
勲
・
浅
沼
春
義
・
佐
藤

　

隆
広
・
熊
野
正
宏
・
桑
名
靖
生
（
新
任
）

芸
能
部
門
理
事

　

房
田
勝
芳
・
小
笠
原
次
郎
・
浅
沼
和
子
・

　

渋
田
義
幸
・
柳
田
実
・
杉
山
由
夫
・
坪
田

　

昭
信
・
石
田
盛
一
・
伊
藤
満
・
下
川
部
隆

　
（
新
任
）・
山
本
ナ
ツ
子
・
千
葉
栄
人

学
芸
部
門
理
事

　

館
和
夫
・
松
村
隆
・
岩
渕
啓
介
・
高
田
裕

監
査
役

　

亀
田
栄
・
干
場
芳
巳
・
棚
橋
健
蔵

役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

今
総
会
に
お
け
る
役
員
改
選
に
お
い
て
、

吉
田
翠
山
（
地
区
部
門
）・
大
原
勇
一
郎
（
運

営
部
門
）
前
理
事
が
退
任
さ
れ
、
桑
名
靖

生
氏
（
関
東
地
区
）
下
川
部
隆
氏
（
札
樽

地
区
）
が
新
し
く
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

ほ
か
の
役
職
に
つ
い
て
は
再
任
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

　

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

顧　
　

問
／
三
隅
治
雄
・
青
坂　

満

相
談
役
／
多
田
義
和

会　
　

長
／
濱
谷
一
治
（
町
長
）

副
会
長
／
近
江
八
声
（
師
匠
会
副
会
長
）

　
　
　
　
　

馬
川
政
紀

常
務
理
事
／
大
杉
則
明
（
事
務
局
長
）

　

普
及
宣
伝
活
動

　

普
及
宣
伝
活
動
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

表
紙
に
掲
載
し
た
「
第
27
回
倉
敷
音
楽
祭
」

へ
の
出
演
の
ほ
か
、
高
等
学
校
音
楽
教
育

研
究
会
の
追
分
実
技
指
導
、
全
国
各
地
域

に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
出
演
、
テ
レ
ビ
番
組

第
50
回
記
念
特
集
「
北
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の

全
国
放
映
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

準
講
師

　

木　

平　
　
　

實　
　

十
勝
大
雪
支
部

　

岸　

波　

利　

子　
　

函
館
西
支
部

　

水　

嶋　

潤　

一　
　

和
春
会
支
部

　

山　

田　

都
子
雄　
　

深
川
支
部

　

辻　
　
　

義　

彦　
　

深
川
支
部

　

江　

郷　

貞　

吉　
　

札
幌
白
石
支
部

　

菊　

池　

正　

則　
　

東
京
銀
杏
会
支
部

　

萱　

本　

博　

久　
　

岡
山
支
部

　

矢　

下　

勇　

鷹　
　

東
京
葛
飾
支
部

　

新
支
部
・
脱
会
支
部

　

追
分
会
に
は
今
年
度
、
新
し
く
２
つ
の

支
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。
一
方
、
残
念
な

が
ら
１
支
部
が
脱
会
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
平
成
25
年
４
月
28
日
現
在
の
支
部

数
は
１
６
０
支
部
、
会
員
数
は
３
６
１
５

名
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
設
置
承
認

　

長
崎
波
声
会
支
部
（
関
西
地
区
）

　

長
崎
県
長
崎
市
筑
後
町

　

支
部
長
名
／
平　

川　

波　

声

　

会
員
数
／
20
名

　　

香
川
追
分
会
支
部
（
関
西
地
区
）

　

香
川
県
高
松
市
牟
礼
町
大
町

　

支
部
長
名
／
萱　

本　

博　

久

　

会
員
数
／
30
名

脱
会
承
認

　

湘
南
相
模
支
部
（
関
東
地
区
）

　

支
部
長
名
／
江　

成　

謙　

一

　

会
員
の
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
単
独
支

部
の
維
持
が
困
難
で
、
な
お
、
会
員
の
う

ち
希
望
者
は
神
奈
川
中
央
支
部
に
移
籍
し

ま
し
た
。
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て
は
、
む
し
ろ
「
こ
れ
か
ら
が
本
番
」
と

も
言
う
べ
き
困
難
な
時
期
に
差
し
か
か
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

昨
春
と
秋
に
開
催
さ
れ
た
「
み
ん
な
で

考
え
よ
う
江
差
追
分
の
未
来
を
！
」
と
題

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
講
師
や
パ
ネ

ラ
ー
か
ら
多
く
の
示
唆
に
富
ん
だ
意
見
が

出
さ
れ
た
。
そ
の
ご
く
一
部
を
引
用
し
て

左
に
掲
げ
る
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
一
言
◆

【
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】（
４
月
21
日
）

○
「
父
さ
ん
母
さ
ん
と
言
え
る
声
が
あ
れ

　

ば
唄
え
る
と
い
う
の
は
基
本
な
ん
で
す
。

　

…
い
い
声
と
か
悪
い
声
と
か
い
う
の
は

　

関
係
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
」（
近
江
八
声
）

　

江
差
追
分
全
国
大
会
が
50
回
の
節
目
を

迎
え
た
。

　

平
成
24
年
、
江
差
町
で
は
こ
の
年
を
「
江

差
追
分
年
」
と
名
付
け
て
、「
感
謝
と
創
造
」

を
合
言
葉
に
年
初
か
ら
総
力
を
挙
げ
て
さ

ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
に
取
り
組
ん
だ
。
日

頃
は
静
か
な
江
差
の
町
が
、
久
し
ぶ
り
に

世
間
の
注
目
を
集
め
、
地
方
文
化
の
発
信

地
と
し
て
の
健
在
ぶ
り
を
、
あ
ら
た
め
て

示
し
た
一
年
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
総
括
と
も
い
う
べ
き
「
第
50
回
江

差
追
分
全
国
大
会
報
告
書
」
が
、
こ
の
ほ

ど
追
分
会
事
務
局
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め

ら
れ
た
。
表
紙
に
第
50
回
大
会
の
ポ
ス
タ

ー
を
配
し
た
Ａ
４
判
、
約
２
４
０
ぺ
ー
ジ

の
記
録
集
で
、
期
間
中
に
行
わ
れ
た
記
念

行
事
に
関
係
す
る
記
事
や
写
真
な
ど
、
各

種
の
資
料
を
も
れ
な
く
収
録
し
て
い
る
。

　

関
係
者
は
も
と
よ
り
、
内
外
の
愛
好
者

達
の
絶
大
な
協
力
を
得
て
成
功
裡
に
終
っ

た
諸
行
事
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
早
く
も

半
年
余
り
、今
や
先
人
や
世
人
へ
の
「
感
謝
」

に
留
ま
ら
ず
「
創
造
性
」
が
要
求
さ
れ
る

時
代
に
入
っ
た
。

　

こ
の
唄
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
さ

せ
て
行
く
べ
き
か
、
我
々
愛
好
者
に
と
っ

○
「
標
準
追
分
で
声
の
張
っ
た
唄
を
唄
え

　

な
い
人
も
、
炉
端
追
分
な
ら
、
台
所
追

　

分
な
ら
、
散
歩
追
分
な
ら
、
…
風
呂
場

　

で
も
い
い
で
す
ね
」（
館
和
夫
）

○
「
音
楽
教
育
の
視
点
か
ら
見
た
時
に
、
江

　

差
追
分
は
非
常
に
伝
え
て
行
く
べ
き
文

　

化
的
な
価
値
が
高
い
音
楽
な
ん
で
す
ね
」

　
（
寺
田
貴
雄
）

○
「
全
国
大
会
の
決
選
会
で
唄
え
な
い
方
、応

　

援
に
来
た
方
を
も
て
な
す
大
会
を
や
り

　

た
い
と
い
う
こ
と
で
笑
い
嘆
き
節（
大
会
）

　

に
繋
が
っ
た
わ
け
で
す
ね
」（
飯
田
隆
一
）

○
「
全
国
大
会
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
か
ら
順
位

　

が
ず
っ
と
付
き
ま
す
け
ど
も
、
そ
れ
と

　

は
全
く
別
の
賞
な
ん
か
あ
っ
た
り
し
た

　

ら
ど
う
な
の
と
、
思
い
つ
い
た
り
も
し

　

ま
す
」（
小
田
島
玲
）

　
「
江
差
追
分
を
続
け
て
こ
れ
た
魅
力
と
言

　

う
の
は
、や
っ
ぱ
り
人
と
の
絆
、繋
が
り
、

　

特
に
セ
ミ
ナ
ー
な
ん
か
は
…
」（
渡
辺
傳

　

次
郎
）

【
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】（
11
月
11
日
）

○
「
民
謡
が
益
々
盛
ん
に
な
る
に
は
、
…

　

少
年
少
女
大
会
が
盛
大
に
な
る
こ
と
で

　

す
ね
。
二
番
目
に
や
は
り
、
電
波
に
乗

　

ら
な
け
れ
ば
だ
め
で
す
」（
飯
田
晴
彦
）

○
「
冗
談
言
い
な
が
ら
、
笑
わ
せ
な
が
ら
、

　

楽
し
み
な
が
ら
、
い
い
ぞ
と
褒
め
な
が

　

ら
や
っ
た
時
は
、
追
分
は
ま
た
別
な
形
で

　

発
展
す
る
か
な
と
思
う
ん
で
す
」（
佐
々

　

木
基
晴
）

こ
れ
か
ら
の
江
差
追
分

　
新
た
な
「
創
造
の
時
代
」
に
向
か
っ
て

江
差
追
分
会
学
芸
部
門
理
事　

館
　
　
和
夫

この子達が「100 回記念大会」を開催できる環境作りが、今、江差追分に携わっている私達の大事な責務です

江差追分セミナーの「追分酒場」のひとコマ。次年度の再会を約束
するなど、昔も今も、追分は人と人との絆を生んでいる



　

と
い
う
活
動
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い

　

ま
す
」（
木
村
香
澄
）

　
◆
新
た
な
展
望
を
開
く
た
め
◆

　
「
追
分
新
時
代
」
に
向
け
て
の
助
走
路
に

立
っ
て
い
る
今
日
、
以
上
の
よ
う
な
関
係

者
の
貴
重
な
ヒ
ン
ト
と
も
言
う
べ
き
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
江
差
追
分
の
未
来
に

ど
の
よ
う
な
戦
略
を
描
き
、
指
導
理
念
を

構
築
し
て
、
目
的
に
向
か
っ
て
協
力
し
な

が
ら
前
進
し
て
行
く
か
、
今
は
、
追
分
界

の
団
結
力
が
問
わ
れ
て
い
る
時
期
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
も
か
く
も
競
演
会
中
心
の
民
謡
界
の

運
営
が
、
必
然
的
に
民
謡
の
芸
謡
化
現
象

を
生
み
、
必
ず
し
も
素
質
に
恵
ま
れ
た
人
々

ば
か
り
で
は
無
い
愛
好
者
層
の
先
細
り
を

招
い
て
い
る
き
ら
い
は
な
い
か
、
唄
が
本

来
持
っ
て
い
る
地
方
性
、
お
よ
び
自
由
闊

達
な
表
現
性
と
現
在
の
庶
民
の
生
活
感
情

○
「
下
手
な
人
ほ
ど
江
差
追
分
を
好
き
な

　

ん
で
す
よ
。
ホ
ン
ト
の
話
。
…
庶
民
の

　

心
を
と
ら
え
る
神
秘
性
が
江
差
追
分
に

　

は
あ
る
ん
で
す
よ
」（
峯
村
孝
）

○
「
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
、
よ
く
、

　

よ
そ
者
、
若
者
、
ば
か
者
の
視
点
が
大

　

事
だ
と
…
」（
井
上
健
二
）

○
「
安
来
節
演
芸
館
に
お
き
ま
し
て
演
芸

　

を
見
た
後
、
体
験
を
す
る
と
か
、
…
教

　

育
委
員
会
が
地
域
の
伝
統
芸
能
に
接
す

　

る
機
会
を
と
い
う
こ
と
で
…
全
市
の
幼

　

小
中
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
の
も
一

　

つ
、
子
供
さ
ん
に
安
来
節
に
接
す
る
機
会

　

と
い
う
こ
と
で
行
っ
て
お
り
ま
す
」（
成

　

相
二
郎
）

○
「
民
謡
が
今
全
国
で
も
片
隅
に
置
か
れ
て

　

し
ま
っ
て
い
る
状
態
を
少
し
で
も
民
謡
っ

　

て
い
い
も
ん
だ
な
ア
と
思
っ
て
も
ら
え

　

る
よ
う
に
、
…
江
差
追
分
を
一
人
で
も

　

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

ど
こ
か
ズ
レ
が
生
じ
て
は
い
な
い
か
な
ど
、

今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と

が
必
要
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
指

導
の
方
法
も
常
に
定
型
的
な
追
分
を
画
一

的
な
方
法
で
教
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
る

程
度
基
本
を
覚
え
た
唄
い
手
に
対
し
て
は

個
々
の
個
性
に
即
し
た
表
現
を
磨
く
と
い

う
視
点
に
立
っ
て
工
夫
し
、
見
直
す
と
い
っ

た
自
由
度
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

◆
期
待
さ
れ
る
新
工
夫
◆

　

と
に
か
く
新
時
代
の
追
分
を
目
指
し
て
、

現
状
を
漸
進
的
に
改
革
し
て
い
く
た
め
に

は
、
何
ら
か
の
手
立
て
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
今
後
の
追
分
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
は
、
会
の
運
営
上
、

お
よ
び
表
現
技
術
上
必
要
な
関
係
者
の
意

見
の
取
り
ま
と
め
や
、
優
先
す
べ
き
方
向
、

当
面
す
る
事
業
の
選
択
、
予
算
の
手
当
て
、

さ
ら
に
は
将
来
を
見
据
え
て
の
専
門
的
な

人
材
の
養
成
や
収
集
資
料
の
保
全
と
活
用

な
ど
、
問
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
は
自

明
で
あ
り
、
拙
速
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
各
部
門
の
関
係
者
を
は
じ
め
各

界
の
衆
知
を
集
め
た
上
で
、
年
ご
と
に
曲

節
や
歌
詞
、
伴
奏
、
踊
り
、
付
帯
行
事
等

の
内
、
何
か
一
つ
で
も
「
今
年
は
こ
の
点

に
新
し
い
工
夫
が
あ
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
試
み
が
な
さ
れ
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

少
な
く
と
も
今
後
の
追
分
に
つ
い
て
「
百

年
の
計
」
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
日
頃

か
ら
何
ら
か
の
改
革
に
向
け
て
各
部
門
（
時

に
は
部
門
を
超
え
て
）
担
当
者
同
士
の
忌

憚
の
な
い
意
見
の
交
換
や
、
日
頃
か
ら
改

善
策
の
細
部
に
つ
い
て
の
細
や
か
な
意
思

疎
通
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

何
を
ど
こ
か
ら
、
ど
う
始
め
る
か
、
江

差
追
分
界
の
前
途
に
は
い
か
な
る
歴
史
が

待
っ
て
い
る
の
か
、
と
も
か
く
も
江
差
追

分
節
を
愛
好
す
る
と
い
う
一
点
で
結
集
し

て
い
る
我
々
江
差
追
分
会
の
会
員
は
、
こ

の
際
、
戦
後
半
世
紀
余
り
の
経
験
の
上
に

立
っ
て
時
代
を
反
映
し
た
新
た
な
指
導
理

念
を
一
日
も
早
く
確
立
し
、
現
代
の
庶
民

の
日
常
の
生
活
感
情
に
寄
り
添
っ
て
慰
め

と
な
り
、
力
と
も
な
る
よ
う
な
追
分
を
目

指
し
て
前
進
し
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（5）　2013年７月　No.19

駆けつけた聴衆が審査員だった「文化センター体育館」の時代
追分ファンを呼び戻すためにはどうあるべきかは日常的な議論が必要

唄も、伴奏も追分の歴史も、日常生活
の一部として定着させるための事業を
どう構築していくか

（江差中学校での追分指導より）

と
が
現
在
の
指
導
体

制
の
中
で
十
分
に
活

か
さ
れ
、
機
能
し
て

い
る
か
ど
う
か
。
ま

た
、
愛
好
者
が
お
の

れ
の
生
活
実
感
の
は

け
口
と
し
て
、
慰
め

と
し
て
真
に
求
め
る

唄
の
形
と
、
指
導
者

側
の
唄
に
対
す
る
意

識
や
姿
勢
の
間
に
、



三　

江
差
追
分
会
勤
務
の
は
じ
ま
り

　

私
は
こ
の
４
月
に
異
動
と
な
る
ま
で
、

通
算
で
３
度
、
江
差
追
分
会
事
務
局
勤
務

と
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
昭
和
57
年
に

オ
ー
プ
ン
を
控
え
た
前
年
４
月
に
江
差
追

分
会
館
の
整
備
促
進
期
成
会
の
事
務
担
当

と
な
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

　

任
務
は
、
追
分
町
長
と
呼
ば
れ
た
当
時

の
本
田
義
一
町
長
の
命
令
で
「
１
年
間
で

７
千
万
円
を
集
め
ろ
！
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
私
は
「
１
年
間
で
集
め
る
の
？
無

理
！
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
当
時
「
岸
壁

の
王
者
」
を
自
称
す
る
津
村
孝
課
長
は
「
絶

対
大
丈
夫
だ
」
と
豪
語
。
結
果
的
に
は
１

年
間
で
追
分
会
支
部
の
皆
様
方
の
お
陰
も

あ
り
、「
約
１
億
百
万
円
」
の
協
賛
金
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
任
務
を
終

え
て
、
こ
の
事
務
局
を
去
る
も
の
と
勝
手

に
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
新
木

一　

は
じ
め
に

　

平
成
25
年
の
４
月
１
日
の
人
事
異
動
で

通
算
14
年
半
と
い
う
長
き
に
わ
た
る
業
務

を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

追
分
関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。「
合
縁
奇
縁
」
に
よ
り
た

く
さ
ん
の
「
個
性
あ
る
追
分
人
」
の
方
々

と
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二　

江
差
追
分
と
の
出
会
い

　

私
は
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
昭
和
48
年
４

月
に
檜
山
管
内
の
北
部
に
あ
り
ま
す
今
金

町
よ
り
江
差
町
に
入
庁
し
ま
し
た
。

　

住
ま
い
は
、
親
戚
で
も
あ
る
青
坂
満
師

匠
宅
の
２
階
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
、

こ
の
時
に
初
め
て
追
分
を
耳
に
し
ま
し
た
。

唄
っ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の
印
象
は

「
俺
に
は
到
底
唄
え
な
い
唄
」と
思
い
ま
し
た
。

秀
幸
係
長
（
現
教
育
長
）
が
「
お
前
は
代

わ
ら
な
い
」
と
断
言
。
予
言
ど
お
り
私
は

そ
の
ま
ま
観
光
係
で
江
差
追
分
会
事
務
局

の
担
当
と
な
っ
た
の
で
し
た
。 

　

私
は
こ
の
頃
、
江
差
追
分
、
姥
神
祭
り

が
ど
う
も
好
き
に
は
な
れ
ず
、
２
年
位
悩

み
な
が
ら
も
勤
務
。
５
年
経
過
し
た
頃
に

は
、
追
分
が
好
き
に
な
っ
て
お
り
、
７
年

過
ぎ
た
頃
に
は
定
年
ま
で
こ
の
係
で
も
良

い
か
な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

四　

事
務
局
勤
務
で
の
悩
み

　

私
は
職
の
立
場
が
そ
れ
ぞ
れ
代
わ
り
な

が
ら
、
３
回
の
事
務
局
勤
務
を
い
た
し
ま

し
た
。
歴
代
の
事
務
局
長
が
悩
ん
だ
こ
と

で
も
あ
り
ま
し
た
が
私
も
「
追
分
界
の
人
間

関
係
」
で
悩
み
ま
し
た
。「
右
を
立
て
れ
ば

左
が
立
た
ず
」
と
い
う
芸
能
界
特
有
の
現

象
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
「
こ
れ
が
な
け

れ
ば
な
あ
ー
・
・
」
と
何
度
思
っ
た
こ
と

か
。
事
務
局
は
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
を
保
つ
た
め
に
厭
な
こ
と
も
主
張
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
場
面
は
数
多
く
あ
り
「
あ

の
野
郎
！
」
と
思
わ
れ
た
関
係
者
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
お
許
し
を
。

　

こ
う
い
っ
た
狭
間
の
中
で
過
ご
し
た
時

代
が
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

五　

今
後
も
二
刀
流
を
修
養

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
剣
道
を
修
養

し
て
お
り
、
生
涯
の
友
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
剣
道
と
追
分
は
ど
こ
か
似
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
類
似
点
は
ど

ち
ら
も
最
終
的
に
は
「
自
己
陶
冶
」
に
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
人
と
の
勝
ち
負

け
を
競
わ
ず
自
分
の
中
で
の
成
長
に
価
値

を
見
出
し
、
継
続
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ

り
ま
す
。

　

剣
道
は
た
だ
ひ
た
す
ら
基
本
と
応
用
技

を
繰
り
返
し
、
追
分
も
８
つ
の
節
を
繰
り

返
す
。
も
ち
ろ
ん
長
く
や
れ
ば
必
ず
上
達

す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
経
験
を
積

み
重
ね
る
こ
と
で
、
上
達
し
て
い
く
と
い

う
可
能
性
は
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
剣
道
と
江
差
追
分

の
二
刀
流
の
道
を
歩
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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皆
さ
ん
に
長
く
お
世
話
に
な
っ
た
前
小
田
島
事
務
局
長
が
任
か
ら

退
く
に
あ
た
り
「
ヤ
ン
サ
ノ
エ
」
に
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、
会
の
事
務
局
は
江
差
町
役
場
職
員
が
担
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
小
田
島
に
と
っ
て
役
所
生
活
40
年
間
で
そ
の
３

分
の
１
以
上
を
追
分
会
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

格
付
３
級
を
取
得
し
尺
八
も
こ
な
す
江
差
町
役
場
随
一
の
追
分
人

が
１
３
０
０
字
に
自
分
の
足
跡
を
記
し
て
い
ま
す
。

14
年
間
半
の
江
差
追
分
を
振
り
返
っ
て

江
差
追
分
会　

前
事
務
局
長　

小
田
島
　
　
訓

　昭和 60 年、第 23 回大会において出場者の受付を行う小田島
　まだ髪が黒々の 23 歳



　

江
差
追
分
会
道
東
地
区
運
営

協
議
会
は
５
月
12
日（
日
）帯
広

市
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
近
江
八
声
師
匠
会
会
長
を

講
師
に
招
き
道
東
地
区
江
差
追

分
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
道
東
７
支
部
か

ら
支
部
長
と
会
員
合
わ
せ
て
48

人
が
参
加
し
、
正
調
江
差
追
分

に
欠
か
せ
な
い
８
つ
の
基
本
の

節
を
お
さ
ら
い
。

　

尺
八
、
ソ
イ
掛
け
の
音
に
乗

せ
、
初
級
と
中
級
者
は
１
節
、

上
級
者
は
５
節
ま
で
の
ポ
イ
ン

ト
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
た
ほ
か
、

尺
八
や
ソ
イ
掛
け
に
つ
い
て
も
研
修
。

　

６
月
の
道
東
地
区
選
抜
大
会
、
そ
し
て

９
月
の
全
国
大
会
や
格
付
審
査
を
控
え
、

近
江
上
席
師
匠
の
熱
血
指
導
を
受
け
た
参

加
者
は
基
本
の
節
を
真
剣
に
繰
り
返
し
練

習
。
帯
広
市
内
か
ら
参
加
し
た
女
性
会
員

（
63
歳
）
は
「
近
江
上
席
師
匠
に
幾
つ
か
の

欠
点
を
指
摘
さ
れ
た
。
９
月
の
江
差
町
で

の
格
付
審
査
会
ま
で
に
し
っ
か
り
直
し
一

段
階
上
の
級
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。
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参加者の傍に立ち全身を使って熱心に指導する近江上席師匠

歌唱力の向上を目指し基本をおさらい
帯広で48名が参加し研修会を開催

江差追分「人生の唄」
ＤＶＤ絶賛発売中！！

１枚　1,500円

　時の流れとともに移り変わってき
た江差追分の軌跡を知るための１枚
として、是非ご購入ください。
　お問合せは事務局まで。

香澄 KAZUMI コンサート in 奈良
　第 29 代江差追分全国

大会優勝者、木村香澄

が、関西で初のソロコ

ンサートを行います。

　２時間の舞台は、１

部が正調民謡、２部が

ピアノ伴奏でアレンジ

した民謡を予定。

　また、奈良でご活躍

いただいている当会の

大和菊華会、仲村菊江

支部長がゲスト出演し、

伴奏には愛知三河支部の渡辺傳次郎ファミリーと、江差追

分会関西地区が周りを固めています。

　お近くの会員の皆様、是非お友達を誘って、会場へ足を

お運び下さい。

と　き　10月20日（日）18時開演
会　場　奈良県大和高田市文化会館
　　　　さざんかホール
前売券　3,500円（全自由席）

お問合せ　㈱ヴーム
　　　　　電話 0139−67−2854



思
い
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
人
差
が
あ
っ
て
も
無
く
な
る
事
に
対
す

る
寂
し
さ
は
み
な
同
じ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
江
差
追
分
会
が
今
年
度
全
会
員

を
対
象
と
し
て
予
定
す
る
事
業
で
は
、
秋

季
と
２
月
の
セ
ミ
ナ
ー
、
９
月
の
全
国
大

会
が
あ
り
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
こ

れ
ら
の
事
業
に
参
加
す
る
際
、
鉄
路
を
利

用
し
て
み
て
は
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
、
江
差
入
り
に
は

通
常
よ
り
も
多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
も
う
２
度
と
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
車
窓
か
ら
の
景
色
は
、
そ
れ

だ
け
の
価
値
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

是
非
ご
検
討
を
。
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ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
江
差
線
「
木
古

内
ー
江
差
間｣

（
42
㌔
）
が
来

年
５
月
11
日
の
運
行
を
最
後
に
、

廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

古
い
江
差
追
分
フ
ァ
ン
の
中

に
は
、
木
古
内
か
ら
長
い
時
間

揺
ら
れ
て
江
差
の
駅
に
降
り

立
っ
た
懐
か
し
い
思
い
出
を
持

つ
方
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。

　

鉄
路
廃
止
の
背
景
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
年
間
数
億
円
の
赤

字
を
生
む
路
線
の
整
理
で
あ
り
、

会
社
側
か
ら
説
明
を
受
け
た
際
、

ほ
と
ん
ど
の
住
民
は
「
と
う
と

う
こ
の
日
が
・
・
・
。」
と
い
う

列車に揺られて江差入りはいかがですか？
来春、江差木古内間鉄路廃止

◆ 事務局体制が変わりました ◆
　今年 4 月 1 日に行われた江差町役場の人事
異動で、事務局長と次長が変わりました。
　４名体制で２名が異動となりましたので、
会員の皆様には何かとご不便やご迷惑をお掛
けするかも知れませんが、これまでの体制同
様よろしくお願いいたします。
　◎新事務局体制
　　事 務 局 長　大　杉　則　明（ 新 ）
　　事務局次長　尾　山　　　徹（ 新 ）
　　書　　　記　国　仙　敏　孝（留任）
　　　　　　　　竹　内　裕　子（留任）

　◎お世話になりました！
　　前事務局長　小田島　　　訓
　　　※新しい役職は、町教育委員会社会　
　　　教育課長です。
　　　　社会教育面から江差追分に携わるこ
　　　　とになりました。
　　前事務局次長　中　川　　　智
　　　※課長職に昇格し、近隣５町で構成　
　　　している「桧山南部衛生処理組合」　
　　　へ派遣されました。

秋季江差追分セミナー
受講生募集開始！

　今秋のセミナーは次の日程で開催します。
　いずれも３日間のコースで受講料は１万５千円です。
　皆さんの参加をお待ちしております。

10月31日～ 11月２日
11月７日～ 11月９日
11月14日～ 11月16日

お問合せ・お申込は江差追分会事務局まで
電話  0139−52−5555

　「ヤンサノエ」編集部では、皆さんの
地区や支部での活動に関する情報をお待
ちいたしております。
　まずは電話で、お知らせ下さい。

　　　【編集】　館　和夫・松村　隆
　　　　　　　岩淵啓介・高田　裕
　　　【企画】　江差追分会事務局


